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１．概要： 

６月１２日に御前崎市消費者グループ所属の２４名の方が海上から清水港のもつ機能など

を視察しました。 

同消費者グループは、急激に変化する社会経済の中で、消費者の目線から消費生活に必要

な各種知識の習得に加え、消費者の権利を守り、住民生活の安定と向上を地域社会に働きか

けることを目標に活動している団体です。 

当日は、住民の生活に直結する、ガス、紙、食料品などの原材料や製造食品の多くが港を

経由して輸入され、地域の企業により加工、製造されて消費者に届く社会経済活動の実態や

地域の基幹産業である自動車、バイクを主とする工業製品・部品の多くが港を経由して輸出

されて、地域の経済を支えていることを再認識していただいたとともに、清水港の国際海上

コンテナターミナルをはじめ多種多様な施設と物流活動の状況、港の防災力の向上並びに色

彩計画などの景観に配慮した港整備について学習していただき、現在とこれからの清水港が

地域の住民生活、企業の経済活動に果たす役割や重要性について認識していただきました。 

 

２．見学場所・見学の様子 

  別紙 
 

３．日時・場所 

  平成２７年６月１２日(金) １０：００～１１：００ 

  清水港内（船上） 
 

４．配布先 

静岡県政記者クラブ、静岡市政記者室、中部地方整備局記者クラブ、専門紙記者会、 

港湾空港タイムス、港湾新聞、日本海事新聞、海事プレス 

 

５．問合せ先 

  国土交通省 中部地方整備局 清水港湾事務所 企画調整課 堀池 

Tel ０５４－３５２－４１４８ Fax ０５４－３５３－３０７２ 

消費者目線で機能的かつ美しい港 清水港を視察 

～激しい社会経済変化を踏まえ、港の機能の知識習得のために～ 



 

別紙 

○見学場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○見学の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者の感想】 

・ 県内に在住しながらある程度は知っているつもりでしたが、港内から見た工場、貿易など

を説明していただき、よかったです。 

・ 海側から街並みの説明や、今後の計画を聞いて、清水港の繁栄が楽しみです。 

・ 清水港の広さときれいに整備された景観に圧倒されました。 

・ 昔の港と今の港の発展に驚きました。 

≪船による港内視察の様子①≫ ≪船による港内視察の様子②≫ 


